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3.4 広域的情報共有と応援体制の確立 

3.4.1 事業概要 

広域連携に必要不可欠な情報共有基盤として、事前から復旧・復興過程までの防災対策

に活用可能な情報共有プラットフォームを構築した上で、広域連携による応援体制と広域

的危機管理・減災対策を実現するための課題を抽出し、その解決策をまとめることを目的

とし、以下の 4 つの課題を実施する。  

「広域連携のための情報コンテンツの構築」では、効果的な災害対応において共有すべ

き情報コンテンツについて、その構造を情報テーブルにまとめる。「広域連携のための情報

システム連携の枠組みの構築」では、減災情報共有データベースのプロトタイプ”DaRuMa”

をベースに、必要とされる機能の拡張を図り情報共有環境を構築する。「広域連携システム

のための汎用災害情報ビューアの構築」では、開発された広域連携システムの普及のため

の安価な災害情報ビューアを開発する。そして、「広域連携体制の構築とその効果の検証」

で、上記の 3 つの研究成果を集約し、災害情報を共有して広域連携体制が構築できた場合

の効果を分かりやすく示すとともに、そのような体制を構築するための技術的・制度的な

課題の抽出と課題解決のためのルール作りを行う。  

 

 


